目次（両津市誌 : 資料編） by 両津市誌編さん委員会編
- 1 -
両津市誌 資料編
編 集：両津市誌編さん委員会
発 行：両津市役所
発行日：昭和 59 年 9 月 30 日
口絵写真
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刊行にあたって 編さん委員会副会長 櫻井惣五郎
凡例
第一章 村の概要
第一節 近世への動き
一 （欠年）四月 上杉景勝の誓詞送り状
二 文禄三年九月 大川・羽二生山論につき上杉代官黒金ら五名の口上書
三 （欠年）閏三月 久知河内の田地返付につき須賀修理書状
四 慶長四年閏三月 住吉中務あての須賀修理給与証文
五 （欠年）三月 城腰村村方諸事出入りにつき言上書
六 （欠年）寅二月 城腰村平内左衛門、所有田出入りにつき言上書
第二節 検地帳
七 天正二十年十月 吉井村剛安寺領細屋分の刈り帳
八 慶長五年九月 水津村の慶長検地帳
九 〃 五年九月 両尾村の慶長検地帳
一○ 〃 五年九月 脇（和木）村の慶長の刈り帳覚え（写し）
一一 元和三年八月 岩首村の屋敷検地帳
一二 〃 三年八月 羽黒村の屋敷検地帳
一三 〃 三年八月 佐州加茂郡松ケ崎村の屋敷検地帳
一四 寛永二十一年十一月 釜屋村御領所検地の刈り高持分改め帳
一五 （欠年） 羽丹生村の慶安石直し帳
一六 慶安元年十月 城腰村のうち原黒組の慶安石直し帳
一七 元禄六年二月 佐州の検地条目（写し）
一八 〃 七年五月 佐州加茂郡夷町の元禄検地帳
一九 〃 七年五月 佐渡国加茂郡見立村の元禄検地帳
二○ 享保五年三月 自瀬村の水帳のうち、北五十里村への飛び地分
第三節 村明細帳
二一 宝暦六年十二月 岩首村の明細差し出し帳
二二 寛政十二年三月 釜屋村の「村指出明細書上帳」
弟四節 宗門人別改帳
二三 享和三年三月 馬首村の宗門人別寄帳留と、禅宗・天台宗の宗門人別改帳
二四 文化二年 玉川村の宗門人別寄帳・宗門人別改帳
弟五節 五人租帳
二五 元禄十三年三月 蚫村の五人組帳
二六 嘉永二年三月 真更川村の「御仕置五人組帳」
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第二章 村の貢租
第一節 年貢割り付け
一 元禄八年十月 北小浦村の年貢割り付け状
二 宝永五年九月 東鵜島村の年貢割り付け状
三 正徳元年 平松村の年貢割り付け状
四 〃 三年十月 城腰村の年貢割り付け状
五 寛延四年十月 和木村の年貢割り付け状
六 宝暦十二年十月 東小浦村の年貢割り付け状
七 文化八年十二月 真更川村の畑方・屋敷小物成の代銀を、百姓の持分に応じて
銘々に割り付けた書き上げ帳
八 （欠年）午十月 立野村の年貢割り付け状
第二節 年貢皆済
九 慶長三年十二月 稚泊村の年貢皆済状
一○ 〃 五年十二月 椎泊村の年貢皆済状
一一 元和三年五月 久知河内村の年貢皆済状
一二 （欠年）戌六月 城腰村の年貢米皆済状
一三 寛文十年十月 夷町の小物成皆済書き上げ
一四 元禄四年五月 住吉村の年貢皆済状
一五 明和五年八月 歌見村の年貢皆済状
一六 天保十四年十二月 浦川村の銀山炭手当等の覚え
第三節 年貢減免訴状
一七 宝永七年五月 岩首から大川まで東浜十五か村の、諸掛かり物軽減等につい
ての奉行あて訴状
一八 〃 七年五月 北五十里から見立まで内浦十四か村の、年貢減免並びに銀納
等についての巡見使あて訴状
一九 宝暦十一年 国仲・海辺の村六十四か村から、年貢減免等について巡見使
にあてた訴状
二○ 安永二年七月 和木村の田方虫付き痛みによる減免訴願
二一 天明三年三月 椿村の増年貢につき石代銀納願の訴状（写し）
二二 〃 六年八月 北鵜島村の田方植付け時の悪病と虫付きによる減免願訴状
二三 文化三年四月 原黒村新田開発後の大波打ち込み崩壊による減免願訴状（写
し）
二四 天保七年十月 北五十里村で田方不熟につき、高のうち二十九石銀納の減免
訴状
二五 〃 九年十二月 浦川村の田方不熟につき、上納石高のうち三十石分を銀納に
してほしいとの減免訴状
二六 〃 十年十月 河崎村の田方不熟につき、上納米のうち五十石を銀納にして
ほしいとの減免訴状
第四節 御蔵
二七 宝暦八年六月 潟端村の大石蔵納め年貢米・入用費書き上げ帳
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二八 安永七年十月 歌見・黒姫両村が、年貢米の大石御蔵納めを夷湊御蔵納めに
してほしいとの請願
二九 文化十二年 夷湊御蔵普請の諸入用勘定書き上げ帳
三○ 文政五年三月 相川御蔵納めのうちの三十余か村が夷湊御蔵納めへ組替え請
願書
三一 〃 十年三月 夷湊御蔵組五十七か村の蔵元納め方覚え帳
三二 〃 十年三月 夷御蔵の場所替えにつき組合五十三か村のうち四十四か村か
らの現状維持の請願
三三 天保十三年十一月 潟上村ほか二か村が、相川御蔵上納米運賃を夷湊御蔵組五十
二か村で割賦にしてほしいとの請願
三四 嘉永五年十二月 潟上村ほか五か村が、相川御蔵上納米を来春まで延期してほ
しいとの請願
第五節 郷蔵
三五 享保十六年十一月 住吉・城腰・原黒三か村の郷蔵納めについての取りかわし証
文
三六 〃 十七年十一月 三か村御蔵納め米紛失につき、住吉村の詫び証文
三七 宝暦五年七月 平松から虫崎まで五か村の郷蔵借用証文
三八 天保十三年二月 白瀬から北松ケ崎まで八か村の郷蔵存続方の請願
三九 〃 十四年八月 下横山村の郷蔵・助合穀蔵新造建の請願
四○ 〃 十五年七月 和木村の助合穀籾囲蔵新棟届書
第三章 村の財政
第一節 村入用と割り付け
一 寛延三年十二月 片野尾村の役銀・普請小物成帳
二 宝暦三年二月 原黒村の入用夫銭帳
三 天明七年十二月 当国の銀払底のため銭相場下落、上納が困難となったので
以前の相場で納めたいとの願書
四 寛政七年十月 浦川・鷲崎両浦目付役人の入替えの諸費用につき、梅津村
等十九か村の割り付け取決め証文
五 享和二年九月 海辺通り村々の御用油置場会所修理、並びに道具品々入用
帳
六 〃 三年正月 銀山御用魚油の夷町から鷲崎までの割り付け回状のうち馬
首村分の控え書き
七 文化十五年二月 夷漢御蔵修理・入用諸品費分担について、歌代村等六か村
の組合総代による取決め書（写し）
八 文政五年二月 銀山水替え人足の代わりに冥加金を納めることについて、
浦川村等二十五か村からの願書
九 〃 七年十二月 白瀬浦目付役交代時の諸経費につき白瀬村からの書き出し
帳
一○ 〃 八年正月 白瀬村上納等諸経費の四組への割り付け帳
一一 天保九年六月 天保一揆の折、上山田村善兵衛へ出した、河崎村村勢書き
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上げ帳
一二 〃 九年七月 原黒村の巡見使諸費用、並びに村方諸入用の割当て帳
一三 嘉永三年 江戸無宿相川送りの諸経費について、街道筋の潟端村等八
か村の割り付け帳
一四 万延元年七月 住吉村御台場修復に関する入用書き上げ帳
第二節 村借用証文
一五 寛文三年正月 水津村源左衛門が椎泊村願誓寺へ出した借用証文
一六 延享四年十一月 不作につき米六石をお上から拝借した証文
一七 明和五年七月 平松村の御拝借銭銘々帳
一八 安永十年四月 原黒村が奉行所へ出した助合銭割り返し受取帳
一九 嘉永四年三月 原黒村の助合穀覚え帳
二○ 〃 四年三月 北小浦村が夷本間儀左衛門から米十五石を借りた証文
二一 慶応二年十二月 米価高値のため、夷船組が御番所から金二十両を借り入れた
証文
第四章 村の政治
第一節 触れ状・回状
一 寛文三年五月 奉行所から村々に触れ渡された定め書き
二 正徳三年六月 田畑の作合米・永代売り・質地年切りについての奉行所か
らの通達書
三 （欠年）申二月 巡見使の巡村にあたって、奉行所から指示した村々の心得
書き（写し）
四 （欠年）申十月 米穀等の他国売出し停止などにつき奉行所からの触れ流し
覚え
五 寛延元年十月 寛延一揆前の世相に際し、地方役人から村々への役人接待
方緊縮の申し渡し状
六 宝暦六年八、九月 唐船抜け荷取締りについて、真更川浦目付への回状
七 天明元年八月 百姓の日常心構えについてのお触れ状
八 〃 四年二月 お触れ状に対して差し出させる村連判の請け書の書式
九 享和四年一～十二月 馬首村への年間回状の覚え帳
一○ 文政三年二月 真更川村へのお触れ
第二節 村法・村決め
一一 寛文元年七月 梅津村の盗難防止のための村決め連判書
一二 〃 二年三月 蚫村の竹林の隠れ切り禁止の連判手形
一三 元禄十四年四月 片野尾村のかりしき禁制の証文
一四 享保十四年三月 梅津村で不作困窮につき、寄り合い酒など過分の入用禁制の
連判状
一五 寛保四年二月 羽黒村の仲間持ち畑を四組へ分けた記録帳（写し）
一六 延享元年六月 白瀬村五人組からの、不審な旅人に宿を貸せないとの連印証
文
一七 宝暦十一年六月 東立島村で、代々村名主を勤めてきた太郎左衛門へ差し上げ
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た誓約書
一八 〃 十二年十月 白瀬村五人組の窃盗防止の連判証文
一九 〃 十三年十二月 立島村の御宮貸方銭の利息改正に関する連判証文
二○ 明和四年十二月 馬首村の窃盗防止の連判証文
二一 〃 六年十月 椿村の藻刈り船持ち五人が差し出した、他国への積出しなど
しないとの誓約証文
二二 安永五年八月 梅津村の無判他国出禁止の連判証文
二三 天明三年七月 潟上村下組（大字吾潟）の願石代米・荒地御手当米・村入用
夫銭割方の連判証文
二四 〃 五年八月 浦川村の抜き取り防止の連判証文
二五 〃 六年九月 梅津村の諸役目割り付けに公正を期する連判証文
二六 寛政四年二月 住吉村の窃盗・博奕禁止の連判証文
二七 〃 八年六月 加茂村の若者離村防止対策としての連判証文
二八 〃 十一年十二月 外羽黒組の梅津山を返還した後の約定連判証文
二九 享和三年十二月 真更川村の博奕と分け山売買禁止についての連判証文
三○ 文政八年九月 夷町願い出の白山土取り場御検地請けにつき、梅津村各組頭
からの取決め状
三一 天保四年八月 浦川村の村内違反行為に対する過料の連判証文
三二 〃 七年十二月 立野村で田畑山林等の他村への売渡しを禁止した村決め連判
状
三三 〃 八年十一月 原黒村の盗人入札と処分の連判証文
三四 安政四年八月 鷲崎村の在々取締下掛から通達された、真更川村の村申合せ
心掛け事項
三五 文久二年二月 原黒村の上方参り等の餞別取決め書
三六 〃 四年三月 真更川村のかけ事停止・諸口止め等五か条の取決め書
第三節 村方役人
三七 元禄三年十二月 立島から鵜島までの八か村名主が連印で、冬期官米搬出の人
足を拒否した申合せ状
三八 〃 九年十二月 北小浦村三郎兵衛から夷組代官あての、名主交代の願い状（下
書き）
三九 享保十五年十二月 下久知村で名主の順番持ちと手当を取り決めた連判証文
四○ 〃 十六年正月 釜屋村から地方役所への名主給米等の報告書
四一 延享元年三月 城腰村太郎左衛門隠居からの名主役赦免の願い状
四二 明和五年五月 下久知村の名主任命についての出入り請願書
四三 文化五年八月 椎泊村の名主給等の定め書き
第四節 村方出入り
四四 （欠年）子十二月 城腰村源七の十二ノ下稗田出入りの訴願状
四五 元禄七年四月 元禄検地で北五十里村百姓となった三人の者に対する、白瀬
山への入山許可証文
四六 〃 十六年五月 国仲商人の卸法度品売買をわび入れた内済証文
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四七 （欠年） 北五十里村との村境出入りにつき、白瀬村からの下書き訴状
四八 元文元年八月 白瀬村屋なか平山の山論済口証文
四九 寛保二年八月 和木村かやひらのしめ木についての出入り一件文書（二通）
五○ 宝暦十二年三月 立島村の盗伐わび証文
五一 宝暦十三年二月 平松村長百姓六人の結束申合せの連判証文
五二 明和二年九月 北鵜島村で身持ち不行跡の男の若衆中へのわび証文
五三 〃 九年八月 白瀬村の村方納め方の連判証文
五四 安永六年二月 東立島村で草分けの太郎左衛門の村勤め方等について出入
寛政四年九月 りの済口証文
五五 安永九年二月 両尾村の名主・長百姓にあてた村中連判の誓約書
五六 天明七年正月 原黒村の名主役村入用諸費等についての出入り済口証文
（写し）
五七 〃 八年三月 天明七年の夷町打ちこわしのわび証文
五八 文化元年五月 椎泊村の平百姓から長百姓への村仕置き訴願状
五九 〃 十三年閏八、十、十二月 両尾村ではりかけをした小前衆と、草分けの長百
姓五郎右衛門と出入りがあり、その訴えの願書と内済証文
六○ 天保七年十一月 潟上村下組で凶作の救済願について手違いのわび証文
六一 嘉永二年六、十月 原黒村見取田開発についての三輪玄民の訴願一件
六二 〃 三年 月布施村四郎左衛門跡取りの出入り一件
六三 安政六年八月 月布施村で無断営業のわび証文
第五節 入会山・山論
六四 元和三年六月 椿村から山をもらったことについて、五十里村から差し上
げた手形
六五 〃 四年八月 大川村と羽丹生村との山論について、鎮目・竹村両奉行の
裁決書
六六 明暦元年十月 虫崎村と小浦村との山の出入りについて取りかわした手形
六七 明暦三年六月 浦川村と歌見村のあふびか沢についての山諭内済証文
六八 〃 三年十二 月布施村と野浦村との山論出入りの内済証文
六九 寛文六年九月 北五十里村と椿村との山論についての内済証文
七○ 延宝八年九月 見立村と小浦村との山境争いの済口証文
七一 貞享三年 赤玉村百姓が蚫山へ新田を作ることについて、蚫村からの訴状
七二 〃 四年五月 赤玉村との山境争いについて、立間村から赤玉村あての証文
七三 元禄二年五、六、七、九月 梅津山・長江山の境争いについて、梅津村からの訴
状、加茂・歌代両村からの薪伐り願書、梅津村から両村への薪
伐り手形と別の山の伐り取り許可書
七四 〃 七年五月 強清水村と立島村の山論について、立島村からの訴状と決着の
覚書
七五 〃 八年七月 入会薪山の山役等について、大野村・北方村へ納めていた柿野
浦村の覚書
七六 〃 八年七月 下久知村から代官に差し出していた、山子村々から取り立てて
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きた山手米等の覚書
七七 〃 十五年二月 北小浦村で谷地野平ほかの立林の木を盗伐しないことを取り決
めた連判証文
七八 宝永四年四月 下久知村と城腰村で垣便りを伐らないことと新畑を作らないこ
とを申し合わせて取りかわした証文
七九 享保五年三月 白瀬村で山わけをした時の連判証文
八○ 〃 十年十月 東強清水村と立島村の山論について、東強清水村からの訴状
八一 〃 十四年二月 下久知・城腰両村と山子瓜生屋村との山手米出入りの訴状
八二 宝暦十三年四月 入会薪山につき、瓜生屋ほか八か村の訴えに対する下久知・
城腰両村からの返答書
八三 天明六年十二月 願村が流物を盗み取ったことから、鷲崎村に村境を再確認さ
せられた証文
八四 寛政五年八月 北鵜島村の山を盗伐した真更川村の三人の謝り証文
八五 〃 六年五月 小浦・虫崎両村の山論について、白瀬村十右衛門ほか六名の
あつかいによる境立て証文
八六 文化八年十二月 浦川・平松両村山境その他の出入り裁許についての請け書
元禄十一年三月 と、元禄以後の関連文書五通
寛延三年三月
正徳二年三月
享保十七年九月
宝暦十年三月
八七 嘉永六年三月 住吉ほか十一か村の入会薪山で、野火焼き畑等差止めの取決
め証文
八八 （欠年）午六月 両尾村の百姓が椎泊村の山に入り盗伐するので、椎泊村から
差し上げた訴状
第六節 災害対策
八九 元禄十一年三月 長江川橋が流出、その復旧の材木下付について、長江・釜屋
・籠米三村からの願書
九○ 元文二年四月 雪水により江が欠けたので、復旧のため御林の雑木百三十本
と飯米十石の借用を申し出た馬首村の願書
九一 延享五年二月 洪水で用水江道が痛んだので、御林より杭木を下されたいと
いう馬首村の願書
九二 安永三年二月 不作困窮で冬を越すことができないから救ってほしいと申し
出た和木村の願書
九三 文政十二年八月 夫食米代の振替銭願についての糾明に対する大川ほか八か村
の返答及び願書
九四 天保四年十一月 田方作損のため御払米三十石をお願いしたいとの北五十里村
の願書
九五 嘉永四年七月 田方違作のため浦川村からの助合穀拝借願
九六 万延元年九月 大火類焼と困窮のため、月布施村からの御払米等歎願書
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九七 慶応二年八、十月 浦川村の大風による稲作被害報告と石代納の願書
第七節 身分関係
九八 享保元年二月 野浦村の子方五人が間人に取り立てられ、村法等を守ることを誓
った証文
九九 〃 九年十二月 下久知村で、長百姓面前・名字共に売り渡した証文
一○○ 明和三年五月 北五十里村の者が村なみ人前の持分を半分もらったことにつき村
方への証文
一○一 〃 九年二月 水津村の小前百姓が親方衆から分地をもらったことについての証
文
一○二 文政十二年八月 吉住村三右衛門の本百姓面前願
一○三 天保十年三月 質地に出した田地を小作することとした証文
一○四 嘉永六年三月 赤玉村百姓の長百姓前譲渡し証文
一○五 文久二年三月 潟上の半平から立島村の多郎左衛門にあてた小作証文
第八節 百姓一揆
一○六 宝永七年五月 大野組の村々から巡見使に差し出した訴状
一○七 （欠年）未正月 寛延一揆の時の各村名主への回文と、椎泊村弥次右衛門への
（欠年）午十二月 奉行所からの呼出し状
一○八 明和四年十一月 下久知村の強訴に対する連判証文
第五章 交通と旅
第一節 海陸の交通
一 正徳六年六月 両尾・羽二生・大川三か村の、相川大間送り年貢証文
二 （欠年）申四月 馬車・渡し船等の事故処罰について、奉行所からの村次ぎに
よる通達
三 （欠年）戌五月 伊能勘解由（忠敬）の佐渡測量について、奉行所からの取扱
い命令
四 文化十四年 真更川村の地先往還道損所御普請仕様帳
五 文政六年正月 白瀬村の二か年にわたる「近通し船」の覚え帳
六 天保九年五月 梅津村から御上使様への、丹後橋・梅津橋御普請願
第二節 神仏参りの旅
七 正徳六年五月 馬首村惣兵衛ら三人の伊勢参り出御判願書
八 寛政十二年五月 真更川村勇次郎の伊勢参宮餞別受用帳
九 安政三年四月 夷町問屋業岩原元美の、京・大坂を中心にした金刀比羅宮・
伊勢神宮・善光寺等参拝の旅日記
一○ 〃 六年五～七月 坊ケ崎村榛白弥十郎の菅谷不動・出羽三山・大山町石尊参詣
の略道中記
第六章 農林業
第一節 耕地売買
一 慶長六年十一月 椿村常慶寺持ちの百姓分一人前の田畑山野を、馬首村太郎左
衛門へ永代に譲り渡す証文
二 寛永十六年十二月 白瀬村弥兵衛が北五十里村新左衛門に駒坂の田を永代売り渡
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した証文
三 慶安五年六月 阿岐殿持分麦畑のうち十一枚は大百姓中へ、十一枚は阿岐殿
百姓中へ解放する証文
四 明暦元年十二月 小松村仲間山を白瀬の勘解由に売り渡した証文
五 元禄元年十一月 大川村九左衛門から片野尾村権兵衛にあてた、田地三か所の
質地証文
六 〃 二年十一月 白瀬村長兵衛から同村新蔵への田地譲り状
七 〃 十五年十一月 椿村常慶寺と馬首村五左衛門との間に取りかわされた替え
地証文
八 正徳四年十一月 夷町在住の長吉から北小浦村三郎兵衛にあてた十年季の質
地証文
九 寛政九年十二月 北五十里村清四郎から同村新左衛門にあてた、十年季質地
の田地に対する添え証文
一○ （欠年） 坊ケ崎村に残る幕末の田地質入れ値段・小作料・木材価格等
第二節 灌漑用水
一一 寛文十年七月 梅津村総百姓から奉行所に出された用水に関する重ねての訴
状
一二 貞享二年十二月 赤玉村が蚫村弐本木東沢に堤を造りたいと、大野組代官に出
した願い状
一三 元禄八年十一月 野浦村で堤を造りたいので、人足は付近の村々から、用材は
椎泊村の御林からほしいとの願い状
一四 〃 九年三月 平左衛門江から取っていた水がかけられなくなり、以後江下
に江道をつけて取るという水津村二郎右衛門の証文
一五 正徳元年六月 青竜寺村新野山堤の維持管理について、代官から村役人・田
子どもへの申し渡し書
一六 〃 二年六月 潟上村にか竹堤の用水について、堤人数と堤添え人数との交
換文書
一七 〃 五年八月 加茂村・歌代村から新田山崎へ堤の水を頼む願い状
一八 享保十四年七月 検断分水主張の久知沖田側と日割主張の小山新田側の水争い
証文
一九 〃 十五年三月 久知川用水の争論について、城腰村と六か村が取りかわした
和談証文
二○ 〃 十八年六月 松ケ崎村との田地用水の争いについて、馬首村から出された
現地検分の願書
二一 延享元年五月 久知川番水についての六か村連印の決定書
二二 宝暦八年五月 梅津川筋南河内堰からの用水分配について、加茂・歌代両村
と梅津村との済口証文
二三 〃 九年六月 長江川一ノ関用水に関しての出入り内済証文
二四 明和二年六月 才の神下江の水不足について、真更川村と北鵜島村との出入
りの折、両村から差し出した済口証文
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二五 安永八年六月 南新田江番についての混雑が解決したことの済口証文
二六 文化十四年六月 梅津川筋用水についての取決め証文
二七 文政四年七月 検断を新しく作るに当たっての争論の済口証文
二八 弘化二年八月 長江川三江伏せ替え検断水口切り明けに関しての協議書
二九 嘉永六年六月 長江川一ノ関の用水を上江と下江に二分することについての
対談証文
三○ 安政二年八月 砂畑竹尻用水路の普請に関する仕様帳
第三節 新田開発
三一 寛永十九年四月 利済庵の上野平新田開発に関する願いと許可状
三二 慶安四年十月 下久知村の権四郎と十右衛門による滝山川内の新田開発願
三三 （欠年）辰二月 馬首村内の各所についての新田開発願
三四 万治二年九月 馬首村五兵衛による坊ケ坂外畑の開田願
三五 寛文六年二月 鷺野新田開発関係の諸文書（写し）
三六 延宝六年二月 利済庵から代官あての新田開発願
三七 安永七年閏七月 下久知村八幡林を村請けで新畑に開発したい旨の願書
第四節 殖産農業
三八 正徳五年 大野組水津村茶園畑の改め帳
三九 享保六年四月 羽丹生村から大野組地方役所へ出された、たばこ植付けの届
け書
四○ 元文二年八月 下久知村のたばこ植付けの改め帳
四一 寛延四年閏六月 夷組潟端村の茶・たばこ差し出し帳
四二 安永三年二月 荏桐・杉・檜・からむし・桑・荏種・菜種・楮・両毛作など
の作付け推進についての触れ書き（写し）
四三 （欠年）午三月 御献上かたくり粉についての問い合わせ文書
四四 文化四年九月 羽丹生村から木綿わたの蒔き付けについて、御目付役と地方
掛への届け書
弟五節 牛馬飼育
四五 （欠年）戌十一月 城腰村太郎左衛門ら三名の馬が盗まれ、目黒町仁右衛門方
で見っかったので取り返したいとの訴訟文
四六 元禄十三年九月 月布施村で牛が牛道近くの畑を荒らしたので村衆扱いにな
り、両者が取りかわした証文
四七 享保十四年 牛馬の放し飼いについての村決め
四八 寛保三年五月 城腰・住吉両村の放し飼いの馬が赤玉の田地を荒らしたこと
についての弁償証文
四九 文政二年二月 坊ケ崎村宗十郎持ち牛の捜索願に対する許可状の覚え
五○ 〃 九年八月 牛馬の害を防ぐ大垣作りについて、坊ケ崎からの入作三人に
も協力方仰せ付けられたいとの願書
五一 天保二年十月 北小浦村三郎兵衛から夷石見屋仁吉にあてた二歳の雌牛の売
渡証文
第六節 御林・百姓林
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五二 寛永十四年閏三月 河崎村の川よけ杭木を両尾村御林から切らせてほしいとの
願書と許可状
五三 元禄四年七月 両尾村郷蔵の用材を同村宮うら御林にて切らせてほしいと
の願書
五四 〃 八年七月 下久知村大平御林と長安寺持ち阿弥陀林との境争いの訴状
五五 宝永四年二月 田野浦村田地畔の修復用材を、真更川村の松尾山御林にて切
らせてほしいとの願書
五六 正徳四年六月 歌見・浦川両村の入会山御林の木数等の調査書
五七 正徳五年四月 吾潟村を含めた潟上村の御林山守五人が、旧新御林の境など
を確認した誓約証文
五八 （欠年）申正月 羽黒御林から船木引き出し人足御用について、各村々への
回状
五九 宝暦三年六月 加茂郡真更川村の百姓林書き上げ帳
六○ 安永六年 加茂郡羽黒村の御林について、宝暦三年から安永八年までの木
数改め帳
六一 天保十三年九月 黒姫村の御林差し上げ帳
六二 〃 十三年九月 梅津村中ノ尾御林の植林・炭焼き等についての意見申し上げ
書（写し）
六三 〃 十三年十月 東立島御林についての書き上げ
六四 文久二年九月 願村御林改め請け証文
第七節 薪炭製造
六五 明暦二年七月 北五十里村十六人による白瀬山でのばいた作りの請け証文
六六 安永三年七月 製炭用に御林を払い下げてくれれば、山代として八貫目入り
の堅炭八土俵を上納するとの和木村の願書
六七 天明六年十一月 不作で困窮しているので御用炭代を前貸ししてほしいとの北
鵜島村からの願書
六八 寛政三年二月 野浦から赤玉までの五か村が連合して出した薪値段据え置き
の願書
六九 文化四年三月 白瀬・玉川・和木・馬首・松ケ崎・浦川の六か村の割当て焚
き炭についての諸願い
七○ 弘化三年閏五月 白瀬村次郎兵衛から奉行所役人に差し出した堅炭の取引決済
についての願書
第七章 水産業
第一節 海産物
一 文化十年五月 北五十里村の生海鼠・鮑類の漁が皆無につき、俵物割当て
を免除してほしいとの願い状
二 天保九年正月 片野尾村の生海鼠と鮑の採取高覚え帳
第二節 漁法（漁場）規定
三 安永八年六月 椎泊村の漁業等の取決めに対する誓約書
四 弘化四年七月 浦川村の寄りいごについての村決め
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五 元治元年正月 夷・湊・平沢と内浦の古漁師・新漁師、延縄沖漁について
の取決め連判証文
第三節 漁業経営
六 寛延四年七月 浦川村惣三郎ほか四人からの二通の丸木船建造願書
七 宝暦二年正月 白瀬村百姓どもから当年の網頭役を弥次右衛門に申し付け
てほしいとの願書
八 寛政五年 水津村仲間で奉行所の出目銭の中から資本を借りて、鰯引
網を仕立てた拝借証文
九 文政二年正月 椿村の沖漁師株の空き株を、梅津村の漁師で株のない者に
譲るという証文
第四節 漁場出入り
一○ 寛文十年十月 野浦沖での鱈・すけと延縄漁について、夷・湊両町から出
された訴状と野浦村の返答書
一一 〃 十二年二月 赤玉村新左衛門から蛸磯場の蛸盗みについて代官に出され
た訴状
一二 享保二十年三月 大川村と羽丹生村の磯漁場の境についての協定書
一三 享和元年三月 夷・湊・平沢三か所漁師と内海府八か村との漁場紛争済口
証文
一四 安政二年四月 椎泊村から蚫村までの十一か村と湊町手繰漁師との魚場争い
の済口証文
第五節 製塩
一五 寛永十四年九月 両尾村から奉行所へ、塩焼き用材を村の御立林から切らせて
ほしいとの願書
一六 貞享三年二月 釜役を納めない者には、釜を貸せて塩焼きをさせない旨の椎
泊村釜主からの誓約手形
一七 享保十四年九月 塩座仲間を代表して塩座をせり落としてきた七左衛門と仲間
との連判証文
一八 寛保四年二月 歌見から椿まで十二か村役目の者から、塩焼き柴木売渡しの積
切手について御切手御赦免の訴状
一九 享和元年十月 住吉村内の総塩畑反歩と各家（一部）の所有面積表
二○ 嘉永元年八月 原黒・住吉・下久知・河崎四か村塩高取調べ書き上げ帳の
控え
二一慶応三年三月 塩浜四か村（原黒・住吉・下久知・河崎村）の塩釜数・塩役
・塩生産高の覚え帳
第八章 商工業
第一節 商取引
一 宝暦十年十月 岩首村からの他国売りの品目は、これまでどおり他国へ売り
さばきを許されたいとの一札
二 （欠年）子五月 俵物方用達刀根甲助が平松村から煎海鼠・鮑を買入れしたと
の届け書
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三 文政八年九月 新潟の問屋塩屋弥三助から大黒屋六蔵にあてた木炭の御売目
録
四 〃 十一年五月 庄内船の寄港を機として大山酒の商談が成立、その契約書
五 〃 十一年九月 庄内大山酒屋加賀屋弥左衛門・同弥三郎から水津番所あての
送り状
六 （欠年）子十月 水津番所下の問屋から庄内の大山酒屋へあてた大山酒預かり
状
七 天保三年五月 直江津今町伊藤重市郎から吉住村本間三右衛門へあてた売り
仕切り
八 （欠年）三月 加賀銭屋与右衛門から吉住村三右衛門あての、材木取引に関
する書状
九 （欠年）申三月 水津村船宿加賀屋三郎左衛門から新潟鈴木屋平吉あての、冬
干烏賊の買い仕切り
一○ 万延二年二月 夷町太助が河崎村伊左衛門船を雇い、大坂へ干烏賊売りさば
きに行くための出判願
一一 慶応元年閏五月 大川村における干烏賊商いの立銭取調べ帳
第二節 物価・賃金
一二 （欠年）辰六月 白瀬村から役所へ報告した田畑質入れ値段、小作人の上げ米
・上げ銀、杉・松・栗・竹木値段の書き上げ帳
一三 文政二年十月 吉住村から和木村までの七か村の諸色値段・賃銭等の書き上
げ帳
一四 天保十四年三月 諸色値段引下げ方を求められ、柿野浦村が提出した値段書き
出し帳
第三節 四十物商
一五 宝暦十二～十三年 鵜島・願両村からの塩"ｼｲﾗ"・干烏賊の出荷高・出荷先・役
銭の控え
一六 寛政七年正月 夷町半七、四十物商売の願いがかない、その際仲間衆へ差し
出した一札
一七 文政八年二月 夷町弥五兵衛が四十物師仲間の定めに背いたことの詫び状
一八 嘉永六年十二月 海岸付き村々の四十物師・籠振り・干物買の職方申合せ書、
及び奉行所への請け書
一九 安政五年十一月 夷・湊・夷新の三町四十物師の職方申合せ書
二○ 文久三年二、五月 新潟港の小廻船持ち四十物商の仲間規定書、並びに奉行所へ
の願書（写し）
二一 元治元年六月 島内四十物仲間による四十物立銭とその取立て方規定
第四節 鉱山
二二 安永十年四月 平松村の銀山入用の留木根切り切手
二三 寛政三年四月 河原田吉三郎ほか二人から白瀬品助あての鶴子水替え人足受
取証
二四 （欠年）申十一月 白瀬村への金銀吹分所御入用炭の納入下命書
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二五 文政四年十二月 銀山入用炭は冬海のため遅れるが、来年四月末までには納入
するので前貸付金を願いたいとの一札
第九章 港と廻船
第一節 手形・規則
一 承応元年八月 他国出の廻船・械役船は船札を必要とする旨の触れ状
二 正徳四年 奉行所から問屋船宿に対し、廻船や積み荷についての御法度の触れ
書き
三 享保二十年七月 浦川村の船主助左衛門から御目付所へ出された、地回り廻船
の往来手形
四 宝暦三年三月 廻船を所持する椎泊村藤右衛門・安四郎の両人が、御番所へあ
てた念書の下書き
五 安永三年八月 白瀬・小松両村の船持ちが、十六か条にわたる心得について、
夷湊御番所へ差し出した請け書一札
六 天保十四年正月 水津御番所の番所役人・管下浦目付・下遣（問屋）等の服務
規定
七 〃 十五年正月 梅津村屋敷組から名主所へあてた、御法度品等の隠し積みを
しない旨の連印状
八 万延二年正月 夷町金五郎が夷湊御番所へあてた所持廻船の出御判願書
九 文久三年三月 夷町権左衛門が廻船を買い請けたので、御番所へ差し出した往
来板御判下付願
第二節 御番所・浦目付
一○ 元禄十三年七月 小浦村が浦目付役宅の敷地を尾戸村源左衛門から提供を受
け、そのかわり船宿の支配権を渡した文書
一一 享和三年七月 夷湊御番所役宅建て替えについて、六か村と夷湊両町との間で
取りかわした一札
一二 文化十四年十月 浦川浦目付所役が鷲崎へ役替えになり、その荷物積み送り賃
が小額のため組合村々が従わないことについての訴え
一三 〃 十五年四月 大川浦目付役の転役のため、荷物運送を命ぜられた十一か村
がこれまでのしきたりどおりにしてほしいとの願書
一四 弘化三年十月 番所役人入れ替わりの送迎について、一方だけにしてほしい旨
の願書とその聞き届け書
一五 文久三年五月 夷湊番所役人役替わりの荷物運送・役所小破の費用等を扱下村
々割りとしてほしい旨の願書
一六 元治二年三月 水津番所役人の扱下十一か村からの金子借用証文・商売方元手
の一札
一七 慶応元年七月 鷲崎への御出役雑用等が浦川村では二重負担となっているから
是正してほしい旨の願書
一八 〃 二年十一月 鷺崎外浦海岸に漂着した廻船のぬれ米代銭お下げ分を、鷲崎村
が独占したことに対する三か村の願書
第三節 問屋
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一九 正徳元年九月 夷湊問屋の往古由緒書き
二○ 寛政二年六月 野浦村の船宿から水津御番所付き問屋衆にあてた、塩積出し等
にかかる詫び状
二一 （欠年）戌八月 水津番所新設に伴い、諸商品等は当御番所直接扱いにするよ
うにとの問屋衆の願書
二二 天保十五年三月 水津番所付き問屋衆から御番所へあてた板畳の他国出し願書
第四節 廻船入津
二三 享保十年正月 享保十年から寛政六年まで七十年間の入津留め帳のうち、享保
年間の入津記録
二四 安永七年 浦川港船宿源左衛門家の客船覚え帳
第五節 難破船
二五 享保二年四月 播州利右衛門船が津軽からの帰路難破、游艇で関村に漂着、
その口上書
二六 〃 三年二、七、八月 摂州二茶屋浦成尾屋喜左衛門船難破し真更川へ入津、そ
の時所持の往来手形・積み荷状・口上書
二七 〃 十年四月 大坂桐屋勘兵衛船、秋田湊へ向け航行中真更川沖で難破、その
時の口上書
二八 明和六年四月 大坂伏見堀福島屋武兵衛船が破船し、岩谷口沖で救助された時
の口上書
二九 安政六年正月 防州鹿家村浜田屋六右衛門船の難船に伴う浦手形（写し）
第十章 村の生活
第一節 衣食住の生活
一 寛文二年九月 長兵衛の城腰村原黒への居住願書
二 寛文五年三月 北五十里村六郎が家修理に使うくね木の伐採許可願
三 〃 九年閏十月 白瀬村市右衛門が新田の地に新家を建てたいとの願書
四 正徳六年六月 小松から松ケ崎まで六か村の名主が連名で、飯米不足につ
き、買
い米の配慮を要請する願書
五 享保十八年三月 馬屋屋敷・木小屋屋敷借用証文
六 延享四年十一月 この年不作につき、和木村から地方役所へあてた六か年期限
のお米拝借証文
七 明和九年二月 東立島村菊池家の三十三回忌献立帳の中の当日分
八 天明四年六月 野浦村で不作、米不足に因窮していた時、ある時払いの金を
貸して救ってくれたのに対するお礼の証文
九 文政八年十月 和木村が困窮している実情についての報告書
一○ 〃 十年十月 白瀬村長右衛門が宅地にしたいため、同村喜兵衛と土地交換
をする証文
一一 天保八年三月 下久知村の夫食米分帳
一二 （欠年） 百姓どものかてやさいのこと
第二節 神社（氏神）
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一三 （欠年）午九月 月布施村の神主四郎左衛門による、愛宕神社社地・同神主屋敷
の除地願
一四 元禄五年七月 野浦村氏神開基の覚え
一五 〃五年七月 城腰村四社の宮開基のこと
〃七年正月
一六 〃五年七月 下久知村八幡宮・山王宮・諏訪宮開基の覚え
一七 文化八年正月 夷諏訪神社の正一位昇格の運動について、神主から講中へあて
た一札
一八 文化九年 無官社人仮免許状に対する御請け証文（写し）
一九 〃 九年八月 野浦村十二権現社人浜田弥兵衛の社人本免許状
二○ 文政元年 「八幡宮祭礼之節両村入用留」のうち城腰村の分
二一 〃 九～十一年 夷船山車「明神丸」の造り替え諸入用帳
二二 慶応四年六月 羽黒山御祭礼式の覚え控え帳
二三 〃 四年 信心懈怠を詫び、修復費百両の寄進とともに祭礼神輿の供奉を願い
出た連印書
第三節 寺院
二四 慶長二年三月 長安寺が清水寺門徒となる誓約書
二五 元和三年九月 西方寺と願誓寺の檀家かすめ取り出入り一件
二六 〃 五年七月 願誓寺と長善寺の檀家取り合い一件
二七 元禄五年七月 真言宗明鏡寺開基のこと
二八 〃 七年正月 椎泊村願誓寺開基の覚え
二九 〃 七年五月 水津村浄土宗誓願寺開基の覚え
三○ 正徳五年五月 清水寺が末寺長安寺に遣わした規約の条々
三一 元文五年七月 椎泊村願誓寺賢祐にかかわる当麻曼陀羅一件の口上書
三二 宝暦六年二、三月 野浦村百姓十三人の宗門人別帳の記載と旦那寺とのちがいに
ついての訴状、勝広寺・西方寺の添え状、及び関係三者のお請け証文
第四節 若者組おきて
三三 明和三年九月 白瀬村若衆と他村若衆とのけんかについて仲裁の一札
三四 天保十二年二月 若者風儀取締りについての定め書き一札
第五節 身売り奉公・養子縁組
三五 貞享二年四月 身売り奉公の不履行について、椎泊村願誓寺からの訴状
三六 〃 五年二月 大野村伝七から和木村新兵衛へ永代養子にくれる証文
三七 享保十七年二月 持参金付き婿への所帯譲り証文
三八 延享元年十二月 二十二年間の奉公を終えての給銀請取証文
三九 文政七年正月 養子奉公を果たし、借銭の棒引きと質地証文を返してもらっ
たお礼の一札
第六節 縁組と宗門送り
四○ 貞享元年十一月 正明寺村弥九郎から野浦村太郎右衛門に出した婿取りの契約手
形
四一 享保十一年三月 蚫村惣左衛門後家から、男子幼少につき名跡を中継ぎさせたい
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との願書
四二 〃 十二年三月名跡茂助を帳面からはずし、ほかから名跡を呼び寄せ、百姓かま
どの相続を願った訴状
四三 天保三年 婚姻による寺送りの一札
四四 〃 十五年正月 婿入りにつき、宗門送りの一札
第七節 分村
四五 享保四年七月 分村した原黒村の御水帳（写し）の終末部分
四六 天保十三年三、六月 潟上村上組と下組との諸普請等に関する取決め等三通分
第八節 生活のいろいろ
四七 正保三年四月 春日神社神事能番組
四八 天明六年十一月 天明・寛政期における馬首村の頼母子人数場帳
四九 寛政四年十月 門人鈴木立庵の若林玄益先生に対する入門誓約の一札
五○ 文化十二年六月 くね木のことで隣家と争いになり、その済口一札
五一 天保七年 村中総連印による遊女宿等の禁止申合せ
編さん委員会名簿
掲載文書資料所蔵者一覧
